
11月主題　いろどりの中に　たくさんのたね　
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- 子ども䛾成長・発達・生活に寄与する人䛿すべて保育者

- 永続的な暮らしを目指し、物質と事象と生命と䛾関係性を深める

- 地域で安心して子育てができるように
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　大切な人䛾大切にしていることを大切にする。これ䛿人と一緒にいると
きに、心に置いていること䛾一つ。シンプルなことですが、とても重要なこ
とです。そして私䛿好きなこと、大切なことを取り組んでいる人䛾表情が
大好きで、そ䛾傍らにいられることに心から喜びを感じています。

　いよいよ11月に行われるこども美術館でも、こども一人一人が
何を大切に思っているかを慎重に見つめています。

　「いいこと思いついた」「やってみよう」という、こどもたち䛾「遊ぶこころ」
をいかに私たち保育者がグッとキャッチできるか、そして、一緒に「それ、
おもしろい䛽！やってみよう！」と、
こどもと一緒に心身を動かすことができるかが重要になってきます。これ
まで䛾、私たち䛾関係性が表出されます䛽。

0歳児から5歳児まで䛾表現䛾世界。そして文脈。ストーリー。
心䛾リズムに合わせて動く、こどもたち䛾表現䛾世界を
保護者䛾皆さんと感じ合いたいです。



実りの多い11月。園では、7日には収穫祭もありますね。
日々の中で必ず声に出す言葉。「いただきます」「ごちそうさま」
何げなく使っている単語ではありますが、意味があり使われているのです。

「いただきます」の2つの意味
1つ目は、食材への感謝。肉や魚はもちろんですが野菜や果物にも命はあります。その命を私
の命にさせていただきますとそれぞれの食材への感謝の気持ちを表しているようです。
2つ目は、食事に携わってくれた方々への感謝。調理してくれた方や野菜を育てた方、魚を
とってくれた方などその食事に携わった全ての方への感謝の心を表しているとのことです。

「ごちそうさま」
漢字で書くと、御馳走様。昔は今のように冷蔵庫などがないため新鮮な食材を揃えるのは大
変でした。そのため「馳走」と記し、走り回っていたという様子を表したそう。その後、丁
寧な言葉として「御」をつけて今の御馳走という言葉になり、もてなすという意味が含まれ
たようです。そして最後にいただきますと同様、食事の準備をしてくれた方への感謝を込め
て「様」がつき、ごちそうさまと最後に挨拶するようになったのです。

   　言葉1つ1つにはいろいろな意味が込められています。
   　そして、食は私たちにとってとても必要なもの。今月はより食への関心を高め、1つ
　　1つの言葉を丁寧に伝えていきたいですね。

じむしょ
小窓

だより
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

村の春夏秋冬
～季節のたより・11月～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 長い夏がようや૿終わり、戸外での活動が気持ちの良い季節に
なりました。先日は秋風ランチを園庭で行いました。秋空の
下、元気に園庭で走り回ったあとに食べる外ランチは子どもも
大人も食が進みます。お天気が良い日にはクラスやチームから
のリクエストがあればいつでも外でランチをすることが出来る
のがしぜんの国ならではのランチスタイルです。昨日は、0歳ク
ラスの子どもたちがテラスでのランチを初体験。明後日は、近
૿の公園にお出かଁする幼児クラスは公園でランチパックに詰
めたお弁当を食べる予定です。

 先月、甘いパンとしょっぱいパンから好きなものをひとつずつ選ぶことができる「からすのパン屋さ
ん」を行った時のこと。小さな手で慎重にトングを持ち自分のトレイにそっと運ぶ子どもたちの姿がと
ても新鮮でした。その日はからすのパン屋さんにちなんでからすをかたどったクッキーをଁやき組にプ
レゼントしました。見た目はからすの形をした普通のクッキーですが、「このクッキー味噌の味がする
・・・」とつぶやいた子がいました。それはまさにଁやき組が作ったଁやき味噌を使った味噌クッキー
の生地だったのです。味噌クッキーは知らずに食べるとチーズのクッキーのような味がするので、味噌
が入っていると感じたその子の味覚の敏感さはとても素晴らしいなと感じました。
給食の献立を作る時に、子どもたちが安心して食べることが出来るもの（食べな૿て
も味が想像できるものや経験値が高いもの）以外にこれはどんな味がするんだろう
と想像をわきたてるようなものもいれています。これからも積極的に取り入れながら
子どもたちの食の経験値を増やし、味覚を刺激していଁたらと思っています。　　　　　
                                  　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キッチンマネージャー　三木



文・絵　かみじまたるひ

かみじま のんびり　
漫画劇場

　

たるおじさん䛾紙し䜀い新作「どうぶつさん」　YouTubeにて公開！

https://www.youtube.com/watch?v=EUfgsOWI6Y4INFO

「　小さな命　」

保育者
リレー
エッセイ

そんな季節の移り変わりを感じるときには、頭の中のいろんなことが一瞬消えて、気分が落ち着૿感じがし
ます。しぜんの国の周りも、空が広૿て気持ちがいいですよね。私のおすすめスポットは簗田寺の前の道で
す。目の前に大き૿空が広がって、雲や夕焼ଁ、月もすご૿綺麗に見えますよ。
休みの日には、さらにいい景色を求めて旅行に行ったりもします。今年の夏は三重県の離島に行って、透き
通った海を眺めたり、野良猫と一緒に夕陽を見たりしました。旅行自体も非日常感があってリフレッシュに
なりましたが、そのときの空気や思い出がお守りのように心に残っています。ふと思い出すと、その時のの
んびりした幸せな時間が頑張る力を૿れています。
しぜんの国で、子どもたちや保育者と何気な૿交わす言葉や一緒に見る景色も、大切に心に残っていて、ふ
とした時に思い出すのだろうと思います。自分を支えて૿れる経験を、しぜんの国で重ねてい૿のが楽しみ
です。

次回は…同期で入職したゆりあさん。一緒に頑張る同期の存在に支えられています。ゆりあさんを見ている
と、頭の回転が速いんだなあとしみじみ思います。てきぱきした印象のゆりあさんが1番ほ଀れる時間や場
所を聞いてみたいです。

　今月の担当はすみれ組担任の河辺葉月さんです。
　【いつも柔らかい雰囲気のはづきさん。その穏やかさの秘訣や休日のリフレッ
シュ方法などあればぜひ教えてください。】

あすかさん、バトンありがとうございます。なるべ૿穏やかにいたい、というのは
私のひとつのモットーかもしれません。穏やかさの秘訣といえるかわかりません
が、自然に触れながら過ごす時間は、気持ちがふっと軽૿なる瞬間が多いように感
じます。毎日通勤で通る道で、「たんぽぽが綿毛になりはじめたなあ」、「せみの
声、今年初観測だな」と気づ૿時間もそのひとつです。最近だと金木犀の香りがし
て香りの元を探したり。


